
学生ニーズの可視化
学生による公募型地域連携活動への助成事業
「学まちチャレンジ！プロジェクト」

京都薬科大学
と連携

京都薬科大学との
共同学生団体ME-ME（ミーム）
による地域活性化事業の発信

活動成果の可視化

教育効果の可視化

※ジェネリックスキルをリテラシーとコンピテンシーの２つ
の観点から測定

PROGテスト  による学生の成長度測定事業
卒業生へのインタビュー事業

※

地域連携活動対象地域におけるアンケート
調査事業
大学認知度調査事業

地域の変化の可視化

地域連携活動を下記４つの視点で可視化（見える化）に取り組みました。
「見える！！地域連携」プロジェクト

「学まち連携大学」促進事業　山科・醍醐地域で「変化を楽しむ」地域連携型教育プログラム＜京都橘大学＞

「区民に身近な大学へ」プロジェクト
「地域貢献」と「学生教育」の観点から京都薬科大学と連携し、下記の取り組みを実施しました。

2020年度に設立した本学と京
都薬科大学の学生からなる共
同学生団体ME-ME（ミーム）
が、様々なイベントを実施

共同学生団体の
設立・活動の展開

山科・醍醐地域
医療人養成

プラットフォーム

京都橘大学・京都薬科大学・地
域の連携による、医療人の 養成
と地域活性化を目指します。
今年度も合同での多職種連

（IPE）を実施しました。

本学と京都薬科大学の教員が
講師となり、市民向けの役立
つ講座「京のやくたちばなし
-健康で豊かに暮らすコツ-」
を開催しました。

市民向け
共同公開講座の実施

本事業では「山科・醍醐地域で『変化を楽しむ』地域連携型教育プログラム」と題し、地域連携活動の可視化をテーマとした「見える！！地域連携」プロジェクトと、
京都薬科大学との連携による「区民に身近な大学へ」プロジェクトの2つを実施しました。

・本学の地域連携活動を推進する「地域連携センター」
　　2022 年度に意思決定の効率化と議論の活性化を目的に体制を再編しました。
・「まちづくり研究会」を「地域連携センター」直轄組織へ
　　2022 年度まで経済学部、経営学部、工学部（旧、現代ビジネス学部）の学生学会のもとに
　設置されていた「まちづくり研究会」を、2023 年度から地域連携センター直轄の学生組織と
　して全学部の学生が加入できるようにしました。このことから、「まちづくり研究会」の活動
　の幅（分野）を全学部の領域に広げていくことが可能となりました。
　　また、これまで「まちづくり研究会」の指導は経済学科と経営学科の教員で担当していまし
　たが、2023 年度より作業療法学科の教員が加わり、サポート体制を強化するとともに、医療
　系学科の特性を生かした地域連携活動を展開しやすいよう強化を行いました。

　「見える！！地域連携」プロジェクトの卒業生へのインタビュー調査事業では、地域連携活
動の経験が社会人としてのキャリアにも大いに役立っていることが示されました。
　さらに PROGテストによる成長度測定事業によって、在学中に地域連携活動を積極的に行っ
た学生は、リテラシーやコンピテンシーの成長率がその他の学生よりも高いことが分かり、卒
業生インタビューの報告を裏付ける結果となりました。今後はさらに多くの学生に地域連携活
動へ参加してもらうために、より一層、学内での広報活動に力を入れていきます。
　「区民に身近な大学へ」プロジェクトの京都薬科大学との連携においては、本事業で培った
京都薬科大学との連携を生かし、両大学で協議しながら合同での多職種連携教育（IPE）や共
同学生団体の活動を継続することで、学生にとって実践的な学びを得る機会を創出していくと
ともに、両大学が地域住民にとって身近な大学であると感じてもらえるよう努めます。
　本事業を通して、地域連携活動が学生の学びや成長に大きく貢献していることが確認できま
した。また、地域での認知度向上にもつながるものであるとともに、同じ地域に存在する他大
学との連携による可能性についても感じることもできました。今後もこの成果を生かして、教
職員や学生による多様な地域連携事業の展開に努めていきます。

しました。

学内の実施体制について 今後の方向性について

携教育



2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「見える！！地域連携」プロジェクト（地域連携活動の可視化）
「区民に身近な大学へ」プロジェクト（京都薬科大学との共同事業）

学生ニーズの可視化
①学生による公募型地域連
携活動への助成事業

活動成果の可視化
②京都薬科大学との共同学生
団体による地域活性化事業
共同学生団体の設立

③地域活性化事業の実施
SNSでの記事発信
教育効果の可視化

④PROGテストによる学生の
成長度測定事業
⑤卒業生へのインタビュー
事業

地域の変化の可視化
⑥地域連携活動対象地域に
おけるアンケート調査事業

⑦大学認知度調査事業

IPEの推進
⑧模擬患者の演習等への
参加

※Inter Professional Education：
多職種連携教育

市民向け公開講座の開催

⑨市民向け共同公開講座の
開催

学まちチャレンジ！
プロジェクト創設

京都橘大学×京都薬科
大学 共同学生団体
ME-ME（ミーム）を発足

「京のやくたちばなし」
と題し、、市民向け公開講座
を2021～2023年度に実施

7団体が活動

97

・山科・醍醐地域にて、薬膳喫茶
（のちに景観喫茶に改称）等を実施
・活動についてSNSで発信

2023年度は本学から看護
学科、理学療法学科、作業療法
学科の4回生、京都薬科大学から
は5回生が参加し、IPEプログラム
を実施。

【目標】
申請数 8 団体以上
【2023年度】
5団体 +
外部機関連携3 団体が活動

【目標】
・のべ10名にインタビュー実施
・スコア伸長度入学時の120%
【2023年度】
・のべ10名へのインタビューが完了
・コンピテンシー小分類要素にお
いて129％の伸長率を達成

【目標】
・イベント参加満足度85％
・認知度調査上位2つの回答35％
【2023年度】
・イベント参加満足度97％を達成
・認知度調査上位2つの回答69.1%

【目標】
模擬患者の演習等への
参加人数のべ200名
【2023年度】
 4年間での参加人数
のべ325 名を達成

【目標】
年間4講座開講
【2023年度】
4講座開講

8団体+
外部機関連携3団体

が活動

【目標】
・団体への所属人数のべ 20名
・SNSでの発信年間 50件
【2023年度】
・4年間でのべ58名が所属
・SNSでの発信年間56件

地域連携活動に積極的に参加
した卒業生に対してインタビュー
を実施、インタビュー記事はHP
に掲載

「学まち連携大学」促進事業 山科・醍醐地域で「変化を楽しむ」地域連携型教育プログラム＜京都橘大学＞

を達成
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